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～平均と分散Ⅱ ：確率変数と確率分布～
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• 標本空間上で定義された実数値関数

•• 確率的にその値が決まる変数確率的にその値が決まる変数（とり得る各値に対してそれぞれ（とり得る各値に対してそれぞれ
ある一定の確率が与えられて（対応して）いるような変数）ある一定の確率が与えられて（対応して）いるような変数）

確率変数と分布

確率変数と確率分布確率変数と確率分布
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＜例＞

• コインを2回投げた時に表が出る回数 X を考える

x 0 1 2 計

P[X=x] 1/4 1/2 1/4 1

  ( )
x

E x x p x   
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確率分布が離散的離散的な場合・・・

•• とり得るとり得る値値に対してそれぞれある一定の確率が対応するに対してそれぞれある一定の確率が対応する

確率変数と分布

確率変数と確率分布確率変数と確率分布
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＜例＞

• サイコロを投げた時に出る目の数とその確率 （一様分布）

1

6

x 1 2 3 4 5 6 計

P[X=x] 1/6 1/6 1/6 1/6 1/6 1/6 1
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確率分布が連続的連続的な場合・・・

確率変数と分布

   0x P X x 任意の に対して，

確率変数と確率分布確率変数と確率分布
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•• とり得る値の任意のとり得る値の任意の区間区間に対してそれぞれある一定の確率が対応に対してそれぞれある一定の確率が対応

するする
確率密度関数の利用確率密度関数の利用

  ( )
b

a
P a x b f x dx   
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確率変数と分布

分布関数分布関数
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確率変数 に対し，それがある値 以下の値をとる確率

　　　　

と の関数とみなしたとき，これを分布関数という
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【分布関数の性質】

1. 単調非減少

2. 右連続

3.
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確率変数と分布

確率密度関数確率密度関数
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確率変数 が連続値をとる場合， が連続関数で微分可能であるならば

確率密度関数 は の導関数として
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【確率密度関数の性質】
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dx
により定義される
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【確率分布が離散的な場合】

平均値と分散
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平均値平均値

分散分散
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【確率分布が連続的な場合】

1i

  ( )E X x f x dx
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22 ( )V X E X x f x dx  



        

平均値平均値

分散分散
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① データの1次変換と平均

② 任意の２つの確率変数に関する関係性

平均値と分散の性質

平均値平均値

    ,  E aX b aE X b a b   　　（ は定数）
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– 任意の２つ以上の変数への拡張

     E X Y E X E Y  

       1 2 1 2n nE X X X E X E X E X       
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① データの1次変換と分散

② 任意の確率変数に関する関係性

平均値と分散の性質

   2 ,  V aX b a V X a b  　　（ は定数）

       

分散分散
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③ 分散の加法性

       2 ,V X Y V X V Y Cov X Y   
       

       
 , ,  

,  , 0

Cov X Y E XY E X E Y X Y

X Y E XY E X E Y Cov X Y

 

  

※ の共分散

  が互いに独立ならば 　　

     V X Y V X V Y  
,  X Y が互いに独立ならば

       1 2 1 2n nV X X X V X V X V X       
1 2, , ,  nX X X が互いに独立ならば
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正規分布
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確率密度関数 が

　　　　

で与えられる分布を正規分布といい，平均値 および分散 によって規定される
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• 正規分布における平均値と分散

– 平均値：位置のパラメータ

– 分散：尺度のパラメータ

平均値の違い平均値の違い 分散の違い分散の違い
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• 平均が0，分散が1の正規分布を標準正規分布という

標準正規分布と基準化

基準化基準化
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• 標準正規分布・・・数値的評価による正規分布表正規分布表と呼ばれる数値表が与えられており，その

任意の値に対する確率密度の値確率密度の値，および任意の区間の間の値をとる確率任意の区間の間の値をとる確率など

を求めることが可能

標準正規分布と確率
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確率密度関数確率密度関数
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